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【 研究概要 （佐賀県産「もち麦」の産学レシピ開発 ―未来の栄

養士と企業の共同研究―）】 

田中ゼミ（食健康コース２年生の卒業研究）は、令和５年４月に多久市で農産物を生産、

販売している（株）永石農産に佐賀県産「もち麦」のレシピ開発を依頼されて研究を開始

しました。開発の目的は、「もち麦」の販売促進と需要拡大です。私たちは未来の栄養士と

して、地域再生と街づくり貢献を目指し安心安全で高品質の

農産物を生産から販売まで行う地元企業を「食」から支えたい

という思いで美味しいもち麦メニューの開発と購入者向けの

レシピを考案しました。 

本研究では、同じ栄養士を目指す連携校の長崎短大生と一

緒に地域企業と協同したレシピ開発と私たちの学びの成果を

取りまとめて報告します。 

 



 

【 大学・短大での研究活動 】 

普段は短期大学部の地域生活支援学科の食健康コース、多文化

コースで授業をしています。たまに大学でも授業をします。食健

康コースで主に食品学や食品学実験を教え、時々大学で化学を教

えています。また、多文化コースでは観光や文化について授業を

して留学生と日本人学生と一緒に街歩きツアーの企画や日本文

化と留学生の国との比較、討論をして多文化理解を学んでもらっ

ています。 

私の短大での研究は、このような学生さんとの関わりの中から

生まれる教育研究活動となります。学生さんと一緒に地域の方々

と関わりながら地域の課題を共に考え、皆さんを支えるために

「食」「化学」「多文化」「観光」「地域貢献」をキーワードに研究活

動を進めています。 

ここ数年間行ってきた教育研究活動は以下の通りです。 

・長崎短大・（株）永石農産と連携した佐賀県産もち麦のレシピ開発（令和 5年度） 

・佐賀城下ひなまつり 牛島家のひなまつり（令和 4年度、令和 5年度） 

・大豆を使ったレシピ開発「プティラサンテ」と短大生の起業体験「つむぎ」（令和 4年度） 

・SAGAMADO（佐賀市観光協会）との協同企画 街歩きツアー（令和 2年度、令和 3年度） 

・留学生の就業支援 嬉野温泉旅館でのインターンシップ（令和 4年度、令和 5年度） 

・観光・食をキーワードにした海外協定校 ブラパー大学（タイ王国）とのオンライン交流

（令和 4年度） 

 

【高校生のみなさんへ メッセージ 】 

 食の知識と技術、栄養を学ぶということはそのまま「生きる力」そして「身の回りの人

と社会を支える力」となります。食健康コースでは食を通して地域と関わり、将来のある

べき自分とは何かを考え、自分自身の成長に繋げていきます。 

食べることが好きな人、調理が好きな人、栄養のプロフェショナルである栄養士を目指

してみませんか？ 

本学の地域生活支援学科では留学生も多く、学びの中で異なる価値観に触れあえます。

学内外での地域と関わる活動を通して未来の栄養士として必要なコミュニケーション能力

や実践力を磨きます。皆さんの「好き」が地域の方々の心と健康の支えとなる職業、それ

が栄養士の仕事です。 


